
様式2

まちづくり交付金　事後評価シート

八戸市中心市街地北地区

平成21年12月

青森県　八戸市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 25ha

交付期間 0.426

基幹事業
提案事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

平成17年度～21年度 平成21年度事後評価実施時期

基幹事業

2,800 H16

200

その他の
数値指標1

影響なし

道路事業（停車場下線ほか）

指標１に影響があるものの民間活力を期待して変更無しとした

青森県 市町村名 八戸市

平成17年度～21年度

交付期間
の変更

【まちづくり活動推進事業】都心地区再生市民ワークショップ

【地域生活基盤施設事業】情報板

【地域創造支援事業：下水道事業 】停車場下線

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

従前値 目標値

H21

H213,800

数　　値

数　　値

113

地区名

事業名
【下水道事業】停車場下線

なし
【優良建築物等整備事業】八戸市三日町地区 経済環境の悪化による事業継続の断念

国費率4,323百万円

八戸市中心市街地北地区

交付対象事業費

効果発現要因
（総合所見）

当初予定していた優良建築物等整備事業が実
現困難となったたため、本指標の意味を民間活
力による居住者増と位置づけた。結果として地区
内では民間事業者による住宅供給がなかった
が、地区近傍ではマンションが建設されており、
複合施設整備がまちづくりの起爆剤として一定
の役割を果たしたと考えられる。

結果がほぼ5年前と同様であったのは、本八戸
駅前通り（都市計画道路3・5・1号沼館三日町線）
が事業対象でなかったためである。関係者との
協議を継続的に実施したことにより事業実施に
向けた機運が向上しており、従前値に対する増
加分は整備に対する期待度と受け止められる。

フォローアップ
予定時期

街なかの歩行者通行量は依然減少傾向であるも
のの、複合施設は１日あたり約千人の歩行者通
行量の増加を見込んでおり、それが通行量の減
少を補う数値であるため、指標が達成できると評
価した。

平成22年4月末頃

平成22年4月末頃

ワークショップの回を重ねるごとに住民の意識が
高まり、多くの参加者が集まったことにより、指標
が達成できた。

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

対象区域近傍では住宅供給が行われるなど、複
合施設の整備による効果が周辺のまちづくりに
影響を与えていると考えられる。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等実施状況

今後も、市としては会の活動を支援し、住民参加の機会を努めて設けて
いく。

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

■都心地区再生市民ワークショップ（16年度より開催。20年度より市民
主導型の「まちなかミュージアムワークショップ実行委員会」へ発展）
■中心市街地活性化市民ワークショップ（21年度より）

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

まちなかミュージアムワークショップ実行委員会、
八戸ポータルミュージアムワーキング

 ５）実施過程の評価

■16年度に中心市街地のまちづくりに関する「都心地区再生市民ワークショップ」を行政主導で発足させたが、今回の取り組みにより、住民の意識が高まり、20年度から住民主導で発展的、実践的な取り組みを行う「まちなかミュージアムワークショッ
プ」として継続している。また、21年度から、中心市街地活性化の公的な部分を担う組織として、市が主催する中心市街地活性化ワークショップが立ち上がり、公民が一体となり活動している。
■本八戸駅通りのまちづくりについて地元関係者との話合いを継続的に行ったことにより、事業実施に向けた機運が向上し、19年度に本八戸駅通りまちづくり促進協議会が設立した。

今後も、住民参加の機会を努めて設けていく。

戸 0 H16

％

街なかへの愛着、まちづく
りへの関心度

指標４ 街なか交流人口

指標３ 人

中高層住宅供給戸数

指　標

指標1

指　標

指標２ 歩行環境の満足度

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

1,300

従前値 目標値

平成17年度～20年度

人 1,115 H16

10 H16

○

△

実施内容

H21

50 H21

人

1,000H16

街なか居住者数

 １）事業の実施状況

事業区分の変更
削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した

複合施設に併設する施設として追加

複合施設に併設する施設として追加

複合施設に併設する施設として追加

高次都市施設の規模見直し等に伴う交付期間延長であり、指標、数値目標への影響はなし。

3,824

16

1,516

1年以内の
達成見込み

目標
達成度

△

○

1,024

平成23年1月頃

同上

事業区分の変更 影響なし

住民、商業者、市民活動団体等による施設活用計画の企画立案 目標４の追加、指標４の追加

軽微な影響
（仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設（以下「複合施設」）
の効果を増進させるものとして事業を追加

本八戸駅通り地区のまちづくり活動支援

同上

影響なし
軽微な影響

事後評価手続きに伴うアンケート調査等

優良建築物等整備事業の断念に伴う、新たな事業構築 目標4の追加、指標４の追加

目標４の追加、指標４の追加

新たに追加し
た事業

提案事業

【地域創造支援事業：アーティストインレジデンス整備事業 】（仮称）八戸市中心市
街地地域観光交流施設
【地域創造支援事業：コミュニティFM局整備事業】（仮称）八戸市中心市街地地域
観光交流施設
【地域創造支援事業・特産品等販売所整備事業 】（仮称）八戸市中心市街地地域
観光交流施設
【事業活用調査事業】事業効果分析調査

【高次都市施設事業】（仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設

【まちづくり活動推進事業】本八戸駅通りまちづくり調査

【まちづくり活動推進事業】（仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設活用組織
育成事業

基幹事業




